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本細菌学会 (1987年 3月 )､①日本血栓止血学会
(1987年12月)および円窃累に関する国際シンポ
ジウム(アムステルダム､1987年5月 )にて発表
した｡〕
課 題 13`
霊長類における免疫グロブリンCe･Ca遺
伝子の進化
河村正二(束京大 ･理 )
ヒト上村及びオナガザル上科の免疫グロブリン
ce及びCa迫伝子の辺伝子構成を分子生物学的
方法により明らかにすろことにより､点突然変異
以外にも道伝子重役や欠失などの現象が詔長獄の
進化の過程で生じたことを明らかにすることを目
的とした｡
オランウータン､テナガザル､そして旧tLr界ザ
ルの末梢血白血球より高分子DNAを抽出し､
Cα辺伝子座位数を推定するためにヒトCα迫伝
子を含むDNA断片をプローブとしてサザンハイ
プI)ダイゼ-ション実験を行った｡ さらにCe遺
伝子とCa辺伝子の位置関係を明らかにするため
にCe迫伝子とCa迫伝子をクローニングし制限
酵素地図を作製した｡
Cα迫伝子座位数はオランウータン1座位､テ
ナガザル2座位､そして旧世界ザル1座位であっ
た｡テナガザルの一万のCα迫伝子座位を除いて
どのCa迫伝子座位もCel辺伝子と隣接してい
た｡･Ce迫伝子とCa逝伝子をlセットにした正
視がヒト､チンパンジー､そしてゴリラには在る
ことがすでに知られている｡このことから､ヒト
上科の共通祖先ではCE3を除くCe迫伝子とCa
辺伝子は､各 1座位ずつであったが､オランウ
ータン分岐後に､ヒト､チンパンジー､そしてゴ
I)ラの共通祖先で､Ce迫伝子とCa退伝子を組
にしたZE校が生じ､テナガザルではCa氾伝子の
みの韮校が生じたとTi･えることができる｡しかL^
テナガザルの2和畑のCa氾伝子の位田関係やそ
れらの塩基配列などを明らかにしなければ､これ
らの正視の生じた時期をはっきりと決めることは
できない｡
ニホンザル主要組織適合性(MlIC)餌域逓伝
子の構造と稔能に関する系統発生学的研究
苗円 耶 (段大･医)･措子英俊･安藤
麻子(究梅大 ･医)
進化の程度の只なる各托サルを対象として､ヒ
トMHC(HLA)迫伝子の原型がどの程度保存さ
れているかについて､DNAレベルで系統発生学
的立場から､ヒトとの比較解析を行った｡
15位25頭のサルより和た各種制限酔累切断鞄色
体DNAについて､HLAクラスⅠ.ⅠおよびⅢ
抗原に対応する13和のDNAプローブを用いたサ
ザン法により､検山されたバンドをヒトと比較し
た｡その結果､HLA-C(クラス))に特穴的
なDNAをプローブとした場合､ヒトではHLA
-Cに対応する一木のバンドのみが､また原授頬
ではかすかなバンドが認められたのみであった｡
しかし､他のサルでは下等なものほど明畔で､か
つ数多くのバンドが観察され､これらのサルでは
HLAIC類似の迫伝子がよく保存されており､
ヒトの場合以上に3Ii要な槻能を果たしている可能
性が示唆された｡クラスtをプローブとした場合
には､全ての印でDP,DO,DZ(DN)を含む
全てのHLA迫伝子に対応する明瞭なバンドが確
認された｡また､打円での多型性はヒトと同様､
ai1よりもP銃に多く認められ､下等な掛 まどバ
ンドが増える傾向があった｡クラスⅢの場合には
進化の程度とよく相関した､椛指穴.的と考えられ
ろバンドパターンが観察され､クラス皿氾伝子の
進化は､詔良邦の柾の分化の後に生じたことが示
唆された｡
そこで､クラスl氾伝子の多刑仕に対応したバ
ンドパターンから､ニホンザル2家系のハプロタ
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